
新しい先生の紹介をします。Ｙ先生です。 ５･６年生の家
４月２２日（木）に１年 庭科と３年生の社会，１･２･５･６年生の算数 TT として，

生を迎える会がありました。 子どもたちと一緒にがんばります。
２年生は校歌の斉唱，３ また，英語専科（SET)のＫ先生，ALT のＮ先生も１週間

年生は気持ちの良いあいさ に１回くらいずつ来校されます。
つの仕方と正しい横断歩道 よろしくお願いします。
の渡り方の劇，４年生は詩
の朗読となわとび，５年生
はスポーツ少年団・委員会
・運動会の紹介，６年生は
図書の本の紹介と名前当て ５月７日（金）に３～
クイズなど，各学年で工夫 ６年生で児童総会があり
された発表を１年生はうれし 【１年生を迎える会の様子】 ました。始めにイエス･
そうに見ていました。 ノークイズであたたかい
１年生のお礼のことばの中では，自分の名前と好きな食べ物の 雰囲気をつくったあと，

紹介を元気な声で発表することができました。笑顔いっぱいであ 委員会紹介とお知らせが
たたかな１年生を迎える会になりました。 ありました。その後，「あ

きらめない国見っ子にな
るために，みんなでがん
ばることを考えよう」の

議題のもと，個人で考えてきた意見を発表していました。
いくつかの意見をまとめて，学校全体のがんばるテーマが

４月２３日（金）に，交 「一人一人が仲良く協力し，目標を決めて，最後まであきら
通安全教室がありました。 めない国見っ子」に決まりました。具体的にがんばることは，
肝付警察署と高山交番， 時間内に決めることができなかったので，代表委員会で話し

交通安全協会の方３名の指 合うことになりました。自分の考えを発表すること，友達の
導のもと，大きく手をあげ 発表をしっかりと聞くこと，よりよい意見にまとめることの
て左右の確認をすることを 大切さを学んだ児童総会になりました。
教えてもらいました。練習
を重ねるごとに上手になっ
てきました。最後は，実際
に学校近くの横断歩道を渡 ・ １日（火）小・中合同理事会
る練習をしました。 【１・２年生の様子】 （三役，専門部部長）

・ ２日（水）プール学習開始
３～６年生は，自転車点検 の行事予定 ・ ４日（金）内科検診

の仕方と安全な自転車の乗り ・ ９日（水）不審者対応避難訓練
方を学習しました。校庭にか 授業参観（心の教育の日）
いた模擬道路を使って練習を ふれ合い給食（１年生）
しました。 学校保健委員会
これからも交通ルールを守 ・１２日（土）土曜授業 人権教室

って安全に登下校したり，自 引き渡し訓練
転車を運転したりできるよう ・１４日（月）パワーアップ週間 （～１８日）
ご家庭でも声かけをお願いし ・１８日（金）プール掃除（３～６年）
ます。 養護学校との交流（３・４年生）

・２３日（水）租税教室（６年生）
【３年生～６年生の様子】 ※ ６月は人権月間です。

※ 歯と口の健康週間 ４日～１０日

思いを馳せて 危機意識を高める

校長：枝田 博教

入学・進学から１か月以上が過ぎました。１年生や転入児童
のみなさんは国見小学校の雰囲気に慣れたでしょうか。
そして，４月末にＹ教諭が配属となり，家庭科専科や算数科

の授業補助として活躍されています。また，国見中のＫ教諭も
ＳＥＴとして英語指導に来てくださっています。さらに，Ｉ教
諭が４年～６年の理科専科となったことで先生方の負担が軽減
され，様々な授業の準備が可能になりました。
さて，新型コロナウイルス感染症拡大が気になるこの時期，

私たち学校職員は，新型コロナウイルス感染症拡大防止に向け
た活動は増えましたが，どうにか今までと同じように教育活動
を展開することができています。これも，ひとえに子どもたち
や保護者，地域の方々や先生方の感染予防対策のおかげです。
皆様に感謝いたします。
一方，医療現場においては，通常の診察の他に新型コロナウ

イルス感染症への対応をしなくてはならないという状況にあり
ます。そのため，医療現場では，新型コロナウイルス感染症の
治療に人材を奪われて必要な手術ができないとか病院で働いて
いる人たちは感染症対策のために休日に出かけることもできず
精神的なダメージを受けることもあり，医療関係者の退職者が
増加しているという問題も起きています。
そして，最近，日本全国で新型コロナウイルス感染症の罹患

者が徐々に増加していることから，大隅地区においてもそのう
ちに医療崩壊が起きる可能性もあります。
そうなった場合は，私たちはどこを頼ればいいのでしょうか。
新型コロナウイルス感染症拡大を少しでも押さえるために，

私たち一人一人が医療現場で働く人々に思いを馳せ，しっかり
学校や家庭において対策をするとともに自分の行動の是非をし
っかり考えて日々を過ごすことが肝要かと存じます。
近いうちに高齢者へのワクチン接種も始まります。今の段階

では，ワクチンの接種が最大の有効策です。医療現場で働く方
々が心身をすり減らしながら治療に当たっていることを想起し
ながら，今，私たちに何ができるかを考えていきたいものです。


